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文責 伊藤美佳 

蚯蚓出（みみずいずる） 

５月１０日からは七十二候（二十四節季をさらに３つに分けた期間物語性を付け加えたもの）の 

「蚯蚓（みみず）出（いずる）」です。すっかり暖かくなったこの時期にミミズが地上に出てくるこ

ろとなりました。ミミズは土を掘りながら移動するので、動けば動くほど土の中は掘り起こされます。

さらに、ミミズの通り道は、空気や水の通り道にもなり、植物を植えるにはもってこいの良い土とな

ります。また、ミミズは土を食べていて、その糞（ふん）も、ミミズの死骸も肥料となります。ミミ

ズのおかげで、野菜がたくさんとれる土になるということです。ミミズを見ても、いじめないでくだ

さいね。植物が育ちやすい土を作ってくれる大切な存在ですから。 

豊坂小ハンドクラップ！ 

体育委員会の子たちを中心に、楽しく体を動かせ

る「豊坂小ハンドクラップ」をつくりました。 

早速、みんなで踊ってみました。初めは、踊りが

わからず戸惑っていた子もいましたが、徐々に体を

動かすことを楽しんでいました。終わってからも

「楽しかった」と言っている子がいました。 

これからも、みんなで楽しく踊りたいです。 

朝会でのお話 ダイジェスト 

 今、幸田町でもコロナの病気が日に日に増えていて、とても心配です。明日からは、愛知県に

三回目の「緊急事態宣言」が出されます。コロナの病気にかからないために、今まで気をつけて

きたことを、もう一回、見直してみましょう。「心は近く、間はあげる」のように心と心の距離は

近くにいて支え合い、感染しないように間は開けましょう。また、早寝早起き、ご飯をしっかり

食べる、運動をしっかりすることも大切です。そして、気持ちを明るくもち、お腹の底から笑う

こともとても大事です。 

自分がコロナの病気にかからないようにすることは、周りの人を守ることにもつながります。

周りの人も守れる、そんな豊坂っ子でいてください。 

運動会の練習や夏野菜を育てる活動が始まりました。ここで、考えてみてください。何かをす

るためには、必ず準備が必要になります。さて、今回の準備は誰がしたのでしょう。身の回りの

ことで、当たり前と思っていることが、実は誰かが準備してくれていたり、片付けてくれていた

り、時には整えてくれていたりしませんか？ 

先生がすぐに思いつくのは、この前行われた「１年生を迎える会」を準備してくれた６年生で

す。心から「ありがとう」と伝えたいです。また、先生に１日の元気をくれるのは、朝、気持ち

のよいあいさつをしてくれる子です。「いつも元気をくれてありがとう」と伝えたいです。 

みんなも心の目で周りを見てみてください。そして、みんなの周りにいっぱい「ありがとう」

の花が咲くことを期待しています。 


